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SIC に入居されている企業様をご紹介します。その232

令 和７年（２０２５年 ）１２月１日（月） Sagamihara Incubat ion Center  さがみはら産業創造センター   編集・発行

　東京都内在住の知久さん、出身地は川崎市です。高校2年生の頃、カナダ・

バンクーバーで留学を経験し、そこで触れた多様な価値観は、後のキャリアに

おける視野の広さや柔軟な思考に活かされているそうです。現在は、4歳と2歳

になる二人の娘さんと奥様の4人家族で、週末は子どもたちと過ごす時間を大

切にしています。数年前から留学時代に取り組んでいたスケートボードを再開

し、家族で出かける前に公園で仲間と練習しています。仕事、家庭、そして自分

の時間も充実している知久さんです。

【IT業界で経験を積み、起業へ】
　大学卒業後に物流会社へ入社し、倉庫の現場管理を担当しました。日々

のオペレーションと向き合う中で「現場を抜本的に良くするためにはデジ

タル化が不可欠だ」という思いが強まり、システム部署へ異動してエンジ

ニアとしてのキャリアを歩み始めます。その後、楽天グループに転職。立案

した機能開発が売上貢献に評価され「Project Award」を受賞されていま

す。その後も、全社プロジェクトを推進、プロジェクトマネジメントチーム

の組成と統括を担われました。2024年にはさらなるキャリアアップを図

り、デジタル庁へ転職しました。デジタル庁では民間出身の専門人材を非

常勤で雇用する制度を活かし、週3日の勤務で行政DXプロジェクトに携

わっています。加えて、これまでの経験を活かし民間企業向けのDX支援に

も継続的に取り組むため、ＭｏｔｅｒＤＸ Ｗｏｒｋｓを創業。行政と民間の

双方でDX推進に取り組んでいます。現在は、自動車整備工場やトラック整

備工場向けの業務システム構築に注力しています。整備業界では、車検点

検・販売買取・自動車保険といった事業がそれぞれ別システムで運用され

ることが多く、データが分断されて活用しきれないことが長年の課題となっ

Ｄｅｓｋ１０会員
事業案内：https://00m.in/mMyzS
※ ページ内にお問い合わせフォームがあります。

Ｘからのお問い合わせはこちらから
ユーザー名：chiku_pm 
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代表　知久 貴洋（ちく たかひろ）

【D10会員プロフィール】

自動車整備業界特化。プロと創る分担型システム構築

てきました。こうした状況に対し、知久さんは顧客（ヒト）と車両（モノ）を

中心に情報を一元化し、事業横断で活かせる仕組みづくりを進めています。

【これからのデジタルシステムは？】
　昨今、企業は単一の商品・サービスから、複数事業への展開や顧客ごとに最

適化したサービス提供を進め、その結果、事業全体のオペレーションが複雑

化しています。その対応として機能強化を行うにも、従来のオンプレでは開発

コストがかさみ、SaaSであっても特化した機能となれば実現に時間がかかり

ます。そこで多くの企業はノーコードやAI活用による内製化に挑戦しています

が、「事業間でデータがつながっていない」、「業務に合ったシステムを選ぶこ

とが難しい」、または「選べたとしても複数のシステムをつなげられないと」

いったことで開発自体が進まないケースは珍しくありません。まずはシステム

開発の専門性を持つパートナーが “全体のデータを統合する基盤” を構築し、

その上で企業とパートナーが役割を分担しながら仕組みを柔軟に作り上げ、

費用やスケジュールといった制約の中で機能改善を実現することが重要と

なってきます。パートナーが“事業のコア” を再設計するところまで踏み込み、

データ基盤を整え、事業全体を見渡せる構造ができれば、企業側は日々の機

能改善や小規模な機能追加に集中できます。さらに、パートナーがその後の

データ基盤拡張や改修を行うことで、持続的かつ合理的な体制や仕組みへと

発展していくのです。

　MotorDX Worksはシステムユーザーと開発支援者による“分担型のシステム

構築モデル”によって変化に強いデジタル基盤を作り上げていきます。業界特

性や既存システムに対する知見と現場に対する深い理解、そして、企業の実態

に合ったデータ基盤の設計力を強みとして現場と経営の両面にフィットする

デジタル基盤づくりを支援しています。



12月11日（木）18時から20時
SIC-2　ロビー
1,000円／１名

・“暖かグッズ♪”が当たる！大ビンゴ大会
・昨年度好評だったSICゲーム横丁に新たに○○が追加！
※お食事、お酒、ソフトドリンク、恒例のbarのご用意があります。
大谷（内線2031）

休日の早朝に公園に行くと、家族サービスと趣味を両立する人との出会いがあると話す知久さん。こうしたゆるいつながり
に助けられることは時々あります。11日開催の大望年会は入居されている方はどなたでもご参加いただけるイベントです。
施設内でお見かけする方とのつながりづくりのキッカケに交流会へ参加しませんか？（佐藤）

編集後記

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話：042-770-9119  FAX：042-770-9077  ホームページ：https://www.sic-sagamihara.jp
　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）  〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21  E-mail：koho@sic-sagamihara.jp

メディアに紹介された企業をご紹介します。
ご紹介する記事はSICに掲示していますので、ご覧ください。

またメディアに掲載された場合、スタッフに教えていただけると幸いです。

11月の 新 聞 掲 載 記 事 紹 介（ 11月25日時点 ）

１１月１２日 髙瀬総合法律事務所　かながわ経済新聞
―知らなかったでは済まされない！～中小企業経営者が
今から備えるべき「中小受託取引適正化法３」～―

最新の情報はHPをご確認ください。
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賃料/月額
（共益費・消費税込）空 室 数部　屋

SIC-1
Startup Lab.

〇スモールオフィスA（23.6㎡）
〇スモールオフィスB（17.3㎡）
〇スモールドライラボ（17.3㎡）

97,680円
79,640円
79,640円

 ※お気軽に稲垣・大谷までお問合せくださいSIC空室情報  (令和7年12月1日 現在)

年末年始のセンター事務室のお休み及びゴミの収 集について
お知らせします。

令和7年１２月２７日（土）  から 令和8年　１月４日（日） まで

令和7年 １２月２９日（月）最終日 令和8年　１月　５日（月）開始日

　11 月 17 日に実施した消防訓練は 34 社 118 名の方にご参加いただ
きました。ありがとうございました。
　当日は水消火器・起震車・心肺蘇生法体験を行いました。
消火器は「ピン・ポン・パン」で使用すること、自分の身長より高く
火の手があがった際には、速やかに 119 番へ連絡することを、いざ
という時に思い出してください。

～防災に際して SIC からのお知らせ～
・居室から一番近い消火器の位置を確認してください。
・エレベーター内のエレベーターチェアには、非常用のトイレ・食料・
サイリウムが入っています。

・各企業は、社員の方用に 3 日分の水や食料ほか防災用品の備蓄を
お願いします。

～防災に際して SIC からのお知らせ～

SIC-1･2消防訓練を実施しました！SIC-1･2消防訓練を実施しました！

【  日  時  】
【  会  場  】
【 参  加  費 】
【ラインナップ】

【 担 当 】

【  日  時  】

【 開 催 方 法 】
【 費 用 】

【お申込み・詳細】

【お問い合わせ】

12月5日（金）14：00～16：00
12月17日（水）14：00～16：00
オンライン
無料
※視聴URLは実施1週間前と前日のリマインドメールに
てご案内予定です。
※講習会の配信ツールはWebexを予定しております。
事前にアプリのダウンロードを推奨しております。

価格交渉講習会事務局　電話：03-6427-9165（土日祝
日を除く10：00～17：00）
E-mail：info@kakakukoushou.com

SIC 入居企業交流会 “ 大望年会 ”
を今年も実施します！奮ってご
参加ください。

SIC大望年会
開催します！

オンライン価格交渉講習会
経済産業省主催

　11 月 7 日に発生した停電について、入居企業のみなさまには多大な
るご迷惑をおかけいたしました。申し訳ございませんでした。
　現在、仮設の電源ケーブルで給電をしています。電源ケーブルの本
設置工事を別途行いますので、工程が決まりましたら、皆さまへご連
絡いたします。引き続きご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお
願いいたします。

　物価高騰により原材料費やエネルギー価格が上昇し、商品・サービ
スの値上げが避けられない状況です。特に労務費の増加分を反映する
ためには価格交渉が不可欠ですが、中小企業や小規模事業者の多くが
交渉方法に悩んでいます。
　この講習会では、取引先との価格交渉に役立つツールやポイントを
解説し、実際の事例を基に具体的なアドバイスを提供します。

SIC-2
Creation Lab. 〇オフィス（50.2㎡） １ 214,610円


